












重 森 啓 す介け
博士(工学)
第 1 3 8 5 2 τEヨコ
博士の専攻分野の名称、
学位記番号
学位授与年月日 平成 10 年 3 月 25 日
学位授与の要件 学位規則第 4 条第 1 項該当
工学研究科電磁エネルギー工学専攻















第 1 章は緒論であり， レーリー・テーラー不安定性の重要性を述べ，本論文の目的と意義を明らかにしている。
第 2 章では， レーザー爆縮における流体力学的不安定性を観測するためのX線パックライト法について述べているo
これは，爆縮のモデル実験として平板ターゲットを加速し， これを外部X線の透過像として観測するものであり，レー
リー・テーラー不安定'性の動的な振舞いを定量的に評価しうる本研究の中心的手法である o




第 5 章では， ターゲットが加速される段階(加速相)で発生するアプレーション面でのレーリー・テーラー不安定
性の線形成長領域における成長率について述べている o
第 6 章では， レーリー・テーラー不安定性の振幅がある程度大きくなった領域で・の非線形成長について述べている。













はぎ取られるため，成長率が低下すると予測されている o 従来， X線によって駆動されたアプレーションでの
不安定性についての報告が行われてきたが， レーザーによって直接駆動されたアプレーションでの不安定性の
成長率を測定した例はこれまでになかった。レーザー照射ターゲットのレーリー・テーラー不安定性の成長率
を初めて精度良く測定し，アプレーション効果をふくめた理論成長率よりさらに小さいことを明らかにしてい
る。この原因は，非局所熱輸送による高エネルギー電子がアプレーション密度を下げ，実効的なアプレーショ
ン速度を増大させることにより成長率が抑制されるとの物理的な新しいモデ、ルを提案している。
4) レーリー・テーラーの非線形発展については，擾乱の振幅が擾乱波長の10-15%になると線形成長から非線形
成長に移行することを実験的に明らかにしている o またアプレーション面では，ケルビン・ヘルムホルツ不安
定性に起因する「マッシュルーム構造」は成起しないことを明らかにしている o
以上の結果は， レーザー爆縮にとって重要であるばかりでなく，超新星爆発などの天体物理学にも寄与するところ
が大きし」よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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